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自分で作る！！
楽しい
大学生活

気持ちも新たにスタート！

みんな、「新生北教大」の、1期生。
生徒や保護者から尊敬される教師、
21世紀の地域社会の創造的リーダー、
世界に羽ばたくアーティスト・アスリート。
志高く、この大学で、
人生の目標を確かなものにしてほしい。
北海道教育大学長 村山紀昭

人を寄せつける
魅力的な人に
なってください。
松原理陽さん
札幌校学校教育教員養成課程教育心理学専攻3年

入学おめでとうございます。
皆さんが大学生活の素晴らしい
START DASHをきれるように
願っています。
首藤　明さん
釧路校学校教育教員養成課程社会科教育専攻3年

大学生活は自分で描くもの。
受け身にならず、
積極的に行動して、
最高の4年間に
してください！！
吉村暢起さん
旭川校学校教育教員養成課程
国語教育専攻4年大

事
な
の
は

自
ら
楽
し
も
う
と
す
る
力
だ
と
思
い
ま
す
。

堀
　
有
希
子
さ
ん

札
幌
校
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
教
育
実
践
専
攻
三
年

特集

入学おめでとうございます。
私達も皆さんの入学を
嬉しく思っています。
共に楽しい大学生活を
送りましょう！
加藤愛理さん
釧路校学校教育教員養成課程国語専攻2年

よ
く
学
び
、

よ
く
遊
び
、

精
一
杯
楽
し
も
う
！

湊
　
哲
朗
さ
ん

旭
川
校
生
涯
教
育
課
程

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画

コ
ー
ス
四
年

大
学
で
の
出
会
い
は

計
り
知
れ
な
い
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

入
学
す
る
皆
さ
ん
、

つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

玉
手
裕
介
さ
ん

岩
見
沢
校
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
物
理
専
攻
二
年

か
け
が
え
の
な
い

出
会
い
や
体
験
を
通
じ
て
、

一
緒
に
実
り
多
い

学
生
生
活
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

古
田
淳
基
さ
ん

岩
見
沢
校

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

社
会
学
専
攻
三
年

大学は目標に向かって苦しみ、喜び合える場所です。
とりかえのきかない4年間を大事に過ごしましょう。

尾間谷篤史さん
岩見沢校学校教育教員養成課程外国語専攻4年

大学生＝自由な身。
楽しくするもしないも自分次第。
4年間は長いようで、矢のごとし。
充実したひと時を……。

齋藤初夏さん
釧路校国際理解教育課程4年

四
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
。

毎
日
、
目
標
を
持
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
☆

池
田
朋
恵
さ
ん

旭
川
校
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
保
健
体
育
専
攻
四
年

みんな！
大学生活野球に
捧げよぅ（^ o^ ）／　　　
岩崎奈生さん
札幌校養護教諭養成課程
学校保健専攻2年

新入生の皆さん、ようこそ函館校へ。
皆さんがこれから4年間の大学生活を送る
函館校は大きな大学とはいえません。
しかしその分学生同士の交流がしやすく、
様々な人と接する機会があり
高校までとはまた違った
交友関係を築けるはずです。
長くて短い函館での大学生活を
エンジョイしてください。
副島千佳さん
函館校情報社会教育課程
社会文化情報コース3年
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四
年
間
の
大
学
生
活

大
き
な
期
待

で
も
、不
安
も
…

HUE-LANDSCAPE
このキャンパスから眺める今現在の風景と、これから創造して
いく自分と社会の未来の風景という意味をこめてつけました
●HUEは"Hokkaido University of Education"より
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特集

気持ちも新たにスタート！

自分で作る！！
楽しい大学生活
新入生へのメッセージ

4年間の大学生活
大きな期待 でも、不安も…
高校とは違う大学での学習、生活について先輩がアドバイスします

学習編
新しい学習制度、ここをチェック！
大学での必須用語 解説

生活編
人権の相談
保健管理センター発
就職支援
奨学金

施設編
上手に使って活動の幅を広げよう

特に2年生以上の在学生の皆さん

平成18年度から履修登録方法と
成績評価基準が変わります

副学長からのメッセージ
旭川校担当／芝木邦也先生

研究ファイル

新任の先生方

人気講座拝見

人事交流

INFORMATION

地域に開かれた大学──地域貢献

国際交流NEWS
●留学した先輩 教育大に来た留学生　生の声 本音の声
●もっと知りたい留学生！

キャンパス・周辺 ちょっといいところ

高
校
と
大
学
と
の
も
っ
と
も

大
き
な
違
い
は
、
自
分
で
自
分

の
時
間
割
を
作
る
こ
と
。
月
曜

日
の
一
時
間
目
か
ら
、
一
つ
一

つ
受
け
る
講
義
を
自
分
で
決
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
輩
が
新
入
生
の
時
に
も
っ

と
も
困
っ
た
こ
と
の
第
一
位
、

そ
れ
が
こ
の
時
間
割
作
り
で
す
。

ま
ず
、
大
学
で
の
学
習
の
基
本

（
単
位
、
G
P
A
、
C
A
P
制
…
）

を
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

シリーズ

高
校
と
は
違
う
大
学
で
の
学
習
、生
活
に
つ
い
て

先
輩
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

学
習
P.6

時
間
割
は
自
分
で

組
み
立
て
ま
す

は
じ
め
て
の
一
人
暮
ら
し
に
な
か
な
か

慣
れ
な
い
、
生
活
が
不
規
則
に
な
っ
た
、

友
達
を
ど
う
作
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
、

な
ど
な
ど（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
よ
り
）。
新

し
い
環
境
・
新
し
い
生
活
に
は
不
安
・
心
配

は
付
き
も
の
。
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

人
権
相
談
員
、
学
生
な
ん
で
も
相
談
室

な
ど
安
心
し
て
大
学
生
活
を
送
る
た
め
の

制
度
や
経
済
的
に
困
っ
た
場
合
の
奨
学
金

に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
P.8

人
間
関
係
、

一
人
暮
ら
し
、

健
康
、学
費
…

生
活
の
場
―
―
大
学
。
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
食
堂
、
生
協
、

購
買
・
書
店
、
談
話
コ
ー
ナ
ー
、

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
、
学
生
寮
、

サ
ー
ク
ル
会
館
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
支
援
の
た
め
の
施
設
が
あ
り

ま
す
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
レ

ポ
ー
ト
で
す
。

施
設

利
用
P.10

結
構
そ
ろ
っ
て

い
る
ん
で
す

特集・大学生活

61%18%

17%

4%
時間割の作り方、 
単位のとり方、 
レポートの書き方など 
勉強に関して 

高校とは違う大学での 
生活に関して 

学内施設の利用の 
仕方に関して 
その他 

入学直後に、特に知りたかったこと、 
困ったことは何ですか？ 

教育大2年生156名のアンケート結果 

窓口での相談風景

空き時間は図書館で勉強？

掲示板は毎日チェックしよう！

就
職

活
動
P.9

入
学
し
た
ば
か
り
。
就
職
な
ん

て
ま
だ
先
の
話
。
│
│
で
も
、
い

ざ
就
職
活
動
を
始
め
る
と
き
の
た

め
に
、
就
職
活
動
の
現
場（
弾
丸

ツ
ア
ー
）か
ら
の
報
告
を
ち
ょ
っ

と
覗
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
先
！？

就職情報（求人票一覧）

42006 SPRING  HUE-LANDSCAPE
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学
習
編
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主
に
、
夏
休
み
・
冬
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
の

時
期
に
短
期
間
で
集
中
的
に
行
わ
れ
る
講
義
。
前

期
・
後
期
の
日
常
の
講
義
と
は
別
に
、
別
途
申
し

込
み
期
間
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
取
得
し
た
単

位
は
日
常
の
講
義
と
同
じ
扱
い
を
さ
れ
る
が
、
こ

の
集
中
講
義
は
C
A
P
制
の
上
限
単
位
数
の
制
限

を
受
け
な
い
、
つ
ま
り
い
く
つ
と
っ
て
も
問
題
な

い
の
で
お
ト
ク
。
た
だ
し
、
G
P
A
の
換
算
に
は

含
ま
れ
る
の
で
注
意
！

ど
の
講
義
が
い
つ
行
わ
れ
る
の
か
、
教
員
は
誰

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
で
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
が
載
っ
て
い
る
の
が
シ
ラ
バ
ス
。
今
ま
で
は
学

生
に
冊
子
で
配
ら
れ
て
い
た
が
こ
れ
か
ら
は
学
内

の
パ
ソ
コ
ン
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

各
学
期
ご
と
に
自
分
の
取
得
し
た
単
位
や
成
績

を
印
刷
し
た
も
の
が
決
め
ら
れ
た
期
間
に
配
付
さ

れ
る
。
取
得
単
位
や
成
績
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
が
プ
リ
ン
ト
で
き
な
い
の
で
、

印
刷
し
た
も
の
を
手
に
入
れ
る
機
会
は
こ
の
と
き

だ
け
！

卒
業
に
必
要
な
単
位
、
免
許
に
必
要
な
単
位
、

ど
れ
を
と
っ
た
ら
い
い
の
？
　
そ
ん
な
疑
問
に
答

え
る
の
が
学
生
便
覧
。

大
学
で
の

必
須
用
語
解
説

成
績
評
価
は
そ
の
授
業
・
先
生
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
。
毎
回
の
出
席
状
況
＋
学
期
末
の
テ
ス
ト
や

レ
ポ
ー
ト
が
一
般
的
だ
が
、
授
業
毎
に
小
テ
ス
ト

や
小
レ
ポ
ー
ト
を
課
す
授
業
も
あ
る
。
学
期
始
め

の
授
業
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
聞
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
含
め
、
が
ら
り
と
制
度
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
先
輩
の
言
う「
去
年
は
こ

う
だ
っ
た
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
ま
り
参
考

に
な
ら
な
い
か
も
！？

集
中
講
義

成
績
配
付

シ
ラ
バ
ス

成
績
評
価

先
輩
の

体
験
談（
？
）

学
生
便
覧

中村奈々実（左）
札幌校芸術文化課程美術コース情報デザイン専攻3年

猪野田三紗子（右）
札幌校学校教育教員養成課程国語国文学専攻2年

Reporter

特集・大学生活

新
し
い
学
習
制
度
、
こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

「
単
位
っ
て
な
に
？
」「
時
間
割
っ
て
、

ど
う
や
っ
て
作
っ
た
ら
い
い
の
？
」「
今
年

か
ら
制
度
が
変
わ
る
み
た
い
だ
け
ど
、
具
体

的
に
は
何
が
変
わ
る
の
？
」
な
ど
な
ど
│
│

新
入
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
学
の
シ
ス

テ
ム
は
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
大
学
で
は
、
中
学
や
高
校
と

違
っ
て
自
分
で
授
業
を
選
ん
で
時
間
割
を
作

り
、
学
期
末
に
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て

単
位
を
取
得
す
る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
学

習
制
度
で
す
（
単
位
と
い
う
の
は
、
卒
業
す
る

た
め
に
必
要
な
点
数
の
よ
う
な
も
の
で
す
）。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
学
生
個
人
に
対

す
る
学
期
ご
と
の
評
価
と
指
導
を
適
切
に

行
う
た
め
に
成
績
平
均
値
（
G
P
A
）
制
度

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
そ
れ
に
伴
い
、
履
修
登
録
単
位
数

の
上
限
設
定
（
C
A
P
制
）
が
導
入
さ
れ
、

個
別
の
学
生
指
導
を
行
う
指
導
教
員
（
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
制
度
が
今
ま

で
以
上
に
充
実
し
ま
す
。
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
も
す
で
に
聞
い
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
G
P
A
、
C
A
P
制
っ
て
一
体
ど

う
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
？

G
P
A
と
は
、
学
生
の
学
習
の
結
果
を
示

す
た
め
に
、
履
修
し
た
単
位
数
と
と
も
に
成

績
を
平
均
化
し
た
数
値
の
こ
と
で
す
（
数
値

の
出
し
方
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
例
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
）。
そ
し
て
こ
の
G
P
A
の
値

に
よ
っ
て
、
次
学
期
に
履
修
で
き
る
単
位
の

上
限
数
が
変
化
し
ま
す
。

こ
れ
は
C
A
P
制
と
呼
ば
れ
る
制
度
に
基

づ
く
も
の
で
、
半
期
に
履
修
・
登
録
で
き
る

単
位
の
上
限
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
入

学
当
初
の
一
年
生
前
期
は
半
期
二
六
単
位
、

そ
れ
以
降
は
各
個
人
の
G
P
A
の
値
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
変
化
し
て
い
き
ま
す
（
こ
れ
も
、
次

の
ペ
ー
ジ
の
例
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
）。

そ
ん
な
時
は
、
皆
さ
ん
の
指
導
教
員
（
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
先
生
に

何
で
も
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

授
業
の
取
り
方
や
、
時
間
割
の
作
り
方
、

教
員
免
許
取
得
や
資
格
取
得
に
必
要
な
科
目

や
単
位
数
な
ど
な
ど
、
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と

り
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
学
習
に
関
し
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
時
は
「
学
務
グ
ル
ー
プ
（
札
幌
校

は
教
務
課
修
学
支
援
グ
ル
ー
プ
）」
で
質
問
、

相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

G
P
A
っ
て
な
に
？

単
位
の
上
限
数
っ
て
？

何
だ
か
や
や
こ
し
く
て
、
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
不
安
…
…

基
本
中
の
基
本

合計　78

4（単位） 
2（単位） 
2（単位） 
2（単位） 
1（単位） 
1（単位） 
1（単位） 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

3（GP） 
4（GP） 
3（GP） 
2（GP） 
4（GP） 
3（GP） 
0（GP） 

1（科目数） 
3（科目数） 
4（科目数） 
2（科目数） 
1（科目数） 
2（科目数） 
1（科目数） 

＝ 
＝ 
＝ 
＝ 
＝ 
＝ 
＝ 

12 
24 
24 
8 
4 
6 
0

4単位取得できる科目 

2単位取得できる科目 

1単位取得できる科目 

4単位取得できる科目が1つ 

2単位取得できる科目が9つ 

1単位取得できる科目が4つ 

B評価 

A評価が3つ、B評価が4つ、C評価が2つ 

A評価が1つ、B評価が2つ、F評価が1つ 

合計26単位 

F*（ エ フ ア ス タ リ ス ク ） と は 、 

不合 格 だ け ど 再試 験 を 認 め る 場合 。 

そ の た め 一度不合 格 （GP=0） 

に な る が 次学 期 の 再試 験 な ど に よ り 

評 価 が さ れ る 。 

た だ し Dま た は Fの 評 価 し か 

さ れ な い の で 注意 。 

ま た 、 I（履修未 完 了 ） は 成績 提 出 

期 限 ま で に 成 績 の 評 価 を 行 う 事 が 

出 来 な い 科 目 （ 集 中 講 義 や 実 習 な ど ）。 

GPAに 反 映 さ れ る こ と に な る 。 
次学期の成績提出次第、 

履修単位数の合計 合計 

次学期の 
上限単位数 前学期のGPA

前 期 で ま ず 26単位取 得 し て 、 
良 い 成 績 を と っ て 次学 期 と れ る 単位 数 の 上 限 を 増 や す ぞ ！ 

成績評価 GP

ということは、次学期は までとれるのか！（表2参照） 

よーし、次学期もがんばろう！ 

大
学
っ
て
ど
う
い
う
勉
強
を
す
る
と
こ
ろ
？
　
学
習
シ
ス
テ
ム
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
！
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る
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、
言
い
負
か
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
と

あ
き
ら
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
「
事
実
に
基

づ
い
た
説
得
力
の
あ
る
意
見
」
を
表
明
で
き

る
人
は
い
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
場
で
意
見
表

明
権
を
行
使
し
て
、
そ
の
技
法
も
磨
い
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
万
が
一
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
不

利
益
を
こ
う
む
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
学
内
の

「
人
権
相
談
員
」あ
る
い

は
「
学
生
何
で
も
相
談

室
」
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
相
談
員
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

82006 SPRING  HUE-LANDSCAPE

生
活
編

大
学
生
活
に
な
じ
め
な
い
、
不
安
も
あ

る
、
な
ん
と
な
く
や
る
気
が
出
な
い
な
ど
、

こ
の
時
期
に
様
々
な
心
の
揺
れ
が
起
き
る

の
は
、
実
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
す
。
ま

た
、
こ
の
く
ら
い
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ん
て
…
…
と
思
う
の
も
自
然
な
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
意
義

を
こ
う
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

①
自
分
自
身
の
悩
み
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

②
相
談
す
る
経
験
が
教
師
の
仕
事
に
役
立
つ

①
は
、
は
じ
め
に
書
い
た
今
あ
る
悩

み
・
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
他
に

も
、
大
学
生
と
い
う
今
の
時
期
に
自
分
の

性
格
や
対
人
関
係
な
ど
に
つ
い
て
考
え
を

深
め
る
こ
と
は
、
今
後
の
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

②
に
つ
い
て
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
多
く

の
方
が
未
来
の
教
師
を
目
指
し
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
教
師
の
仕
事
を
語

る
時
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド

を
持
っ
て
」
と
い
う
こ
と
ば
が
よ
く
出
て

き
ま
す
。
ま
た
、
教
育
相
談
は
必
須
業
務

の
ひ
と
つ
で
す
。
い
ず
れ
皆
さ
ん
が
相
談

を
受
け
る
立
場
に
立
つ
の
で
す
。
自
ら
が

人
に
相
談
す
る
経
験
は
、
い
ず
れ
あ
な
た

に
相
談
に
来
る
で
あ
ろ
う
児
童
生
徒
の
気

持
ち
を
よ
り
共
感
的
に
理
解
す
る
大
き
な

助
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
各

分
室
で
予
約
が
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に

看
護
師
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

保 

健 

管 

理 

セ 

ン 

タ 

ー 

発 

本
学
の
三
割
以
上
の

学
生
が
利
用
│
│

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

奨
学
金

カウンセリングルーム

二
〇
〇
六
年
二
月
七
日
午
前
六
時
、
私
の

静
か
な
戦
い
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。
と

い
う
の
も
、
函
館
校
が
、
学
生
の
就
職
支
援

と
し
て
、
札
幌
で
行
わ
れ
た
リ
ク
ナ
ビ

L
IV
E

（
合
同
会
社
説
明
会
）
へ
の
バ
ス
を
無

料
で
手
配
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

会
場
で
の
各
企
業
の
ブ
ー
ス
で
は
、
座
り

き
れ
な
い
ほ
ど
沢
山
の
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ

を
着
た
学
生
が
集
ま
り
、
真
剣
に
話
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
各
企
業
も
、
一

人
ひ
と
り
の
質
問
に
親
身
に
な
っ
て
答
え
て

い
た
。
私
自
身
、
企
業
の
生
の
声
を
聞
い
た

の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
が
、
資
料
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
各
企
業
の
ロ
マ
ン
・
熱
意
が
伝

わ
り
、
ま
た
新
た
な
発
見
・
見
方
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

私
は
今
回
の
説
明
会
で
、
経
営
理
念
を
聞

き
「
こ
こ
だ
！
」
と
思
う
企
業
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

午
後
十
一
時
三
〇
分
大
学
着
。
早
朝
か
ら

夜
遅
く
ま
で
の
弾
丸
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
支
援
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
、
就

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
生
の
視
野
を
広
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

本
学
は
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
人
権
相
談
員

を
配
置
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
迅
速
に

対
応
し
て
、
大
学
構
成
員
が
安
心
し
て
勉
学

や
仕
事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
制
度
が
で
き

て
も
、
構
成
員
が
自
ら
の
人
権
感
覚
や
意
識

を
陶
冶
す
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
制
度
は

絵
に
描
い
た
餅
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
こ
の
扱
い
は
不
当
だ
」
と
感
じ
た
ら
、

そ
の
都
度
き
ち
ん
と
意
見
表
明
し
て
教
員
と

大
い
に
議
論
し
て
く
だ
さ
い
。
意
見
表
明
す

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

人
権
に
か
か
わ
る
相
談
に
つ
い
て

人
権
侵
害
は
許
し
ま
せ
ん
！
　

も
し
も
不
当
な
扱
い
を

受
け
た
ら

人
権
の

相
　
談

リ
ク
ナ
ビL

IV
E
in

札
幌
　

弾
丸
ツ
ア
ー
体
験
記
【
函
館
校
】

「
お
悩
み
解
決
！

だ
け
じ
ゃ
な
い
？
」

│
│
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
意
義

就
職

支
援

特集・大学生活

テレビ電話相談システム

本
学
は
、
精
神
的
に
も
身
体
的
に
も
安
全
な
環
境
の
中
で
教
育
・
研
究
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
防
止
を
大
学
全
体
の

問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
権
相
談
員

進
藤
貴
美
子
先
生

（
岩
見
沢
校
）

文
＝

奨
学
金
を
受
け
今
春
卒
業
し
た
三
名
か
ら
、

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

相談員の氏名は各キャンパス
において、ポスター、パンフ
レット、掲示、ホームページ
などでお知らせしています。

追久保里華
函館校情報社会教育課程
社会文化情報コース4年

Reporter

後
藤
瑞
朋
さ
ん

札
幌
校
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
卒
業

橋
和
寛
さ
ん

札
幌
校
国
際
理
解
教
育
課
程
卒
業

河
野
智
彦
さ
ん

札
幌
校
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
卒
業

両
親
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
力
で
返
せ
る
奨

学
金
で
四
年
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
、

奨
学
金
を
希
望
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
金

銭
的
な
面
で
は
自
立
の
意
識
が
強
く
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

奨
学
金
は
、
私
た
ち
の
先
輩
た
ち
が
返
済

し
た
お
金
が
ま
た
巡
り
巡
っ
て
私
た
ち
の
手

元
に
届
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
輩

た
ち
の「
立
派
な
社
会
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
気
持
ち
を
受
け
継
い
で
き
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の

気
持
ち
を
汲
み
取
り
な
が
ら
勉
強
に
励
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
同
じ
気
持
ち
を

後
輩
へ
と
引
き
継
い
で
い
っ
て
く
れ
た
ら
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。

奨
学
金
は
授
業
料
に
あ
て
ま
し
た
が
、
国

際
交
流
実
習
（
ア
メ
リ
カ
）
や
部
活
の
遠
征

費
な
ど
の
費
用
に
も
使
い
ま
し
た
。
奨
学
金

の
お
か
げ
で
、
学
生
の
う
ち
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
金
銭
面
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
存

分
に
で
き
ま
し
た
。
大
学
生
活
は
自
分
の
時

間
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
奨
学
金
を
有
効

に
使
っ
て
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
素
敵

な
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
は
一
人
暮
ら
し
で
お
金
が
か
か
る
の
で

奨
学
金
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
学
部
在
学
時
に
受
け
た
第
二
種
奨
学
金

は
、
貸
与
金
額
が
選
択
で
き
、
ま
た
途
中
で

金
額
が
変
え
ら
れ
る
点
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。月
額
五
万
円
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
よ
い
額
で
し
た
。
四
月
か
ら
教
育

大
大
学
院
に
入
学
し
第
一
種
奨
学
金
を
申
請

し
て
い
ま
す
。
貸
与
金
額
が
ち
ょ
う
ど
よ
い

の
と
返
還
の
負
担
を
減
ら
し
た
い
の
と
で
、

今
度
は
第
一
種
を
選
び
ま
し
た
。

私
が
四
年
間
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
れ

た
背
景
に
は
、
多
く
の
人
、
そ
し
て
奨
学
金

と
い
う
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
何
気
な
い
大

学
生
活
の
背
景
に
多
く
の
支
え
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
自
分
に
と
っ
て
意
義
あ
る
大

学
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
も
こ
れ
か

ら
大
学
院
で
意
義
あ
る
二
年
間
を
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
本
奨
学
金
制
度
も
含
め
た
、
本
学
の
経
済
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、
21
ペ
ー
ジ
のIN

F
O
R
M
A
T
IO
N

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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施
設
編

北
海
道
教
育
大
学
に
は
、
学
生
の
生
活
や
諸
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
一
つ
ず
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
同
様
の
施
設
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

上
手
に
使
っ
て
活
動
の
幅
を
広
げ
よ
う

学
生
食
堂
は
、
昼
時
に
行
く
と
席
を
探
す
の
に
大
変

苦
労
す
る
ほ
ど
大
人
気
で
す
。
時
間
を
ず
ら
し
て
利
用

す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
。
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
な
の
で
、
毎

日
通
っ
て
も
飽
き
が
き
ま
せ
ん
。

購
買
に
は
、
弁
当
や
お
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
豊

富
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
講
義
で
使
う

も
の
、
日
用
品
な
ど
、
必
要
な
も
の
が
揃
い
、
教
育
関

係
の
書
籍
の
品
揃
え
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
姉
さ
ん
た
ち
が
い
つ
も
笑
顔
で
暖
か
く
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
談
話
コ
ー
ナ
ー
は
学
生
が
空
き
コ
マ
に

利
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
い
つ
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
パ

ソ
コ
ン
も
自
由
に
使
え
ま
す
。

食
堂
も
購
買
も
、
私
た
ち
学
生
の
声
を
反
映
し
て
く

れ
る
の
で
た
く
さ
ん
利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
福
利
厚
生
施
設

は
「
厚
生
会
館
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
厚

生
会
館
の
一
階
に
は
生
協
・
書
店
・
食
堂
、

二
階
に
は
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
、
三
階
に
は

大
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
食
堂
が
新
し
く
な
り
通
常
の
メ
ニ

ュ
ー
に
さ
ら
に
バ
イ
キ
ン
グ
が
加
わ
り
、
お

昼
時
は
多
く
の
学
生
が
集
ま
り
ま
す
。ま
た
、

二
階
に
は
ソ
フ
ァ
ー
の
あ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス

も
あ
り
、
談
話
す
る
学
生
の
姿
も
よ
く
み
か

け
ら
れ
ま
す
。

「
厚
生
会
館
」
は
私
た
ち
学
生
の
生
活
に

は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
が
い
っ
ぱ
い

大
人
気
学
生
食
堂

笑
顔
も
い
っ
ぱ
い

何
で
も
揃
う
購
買

学生みんなが集う
複合施設「厚生会館」

函館校

坂下賛匠
函館校学校教育教員養成課程数学教育専攻4年

Reporter

吉川健太
旭川校生涯教育課程生涯スポーツコース4年

Reporter

旭
川
校

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
岩
見
沢
分
室
は
、
学

生
の
皆
さ
ん
が
よ
り
健
康
的
な
学
生
生
活
を

送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

「
ケ
ガ
」
や
「
病
気
」
に
対
す
る
応
急
処
置

は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
上
の
悩
み
や
対
人
関
係

等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
例
え
ば

│
│
ず
っ
と
お
腹
の
調
子
が
悪
い
、
こ
の
よ

う
な
時
、
飲
食
は
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け

た
ら
良
い
の
か
？
　
病
院
へ
行
く
べ
き
か
？

な
ど
不
安
に
思
っ
た
時
は
す
ぐ
に
来
て
く
だ

さ
い
。
状
況
に
あ
っ
た
正
し
い
判
断
が
で
き

る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

ま
た
、
か
ら
だ
の
具
合
が
悪
い
時
に
は
、

ベ
ッ
ド
休
養
も
で
き
ま
す
の
で
、
日
常
生
活

の
一
部
と
し
て
気
軽
に
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

健康第一 学生生活を支える
保健管理センター

岩見沢校

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
鶴
ヶ
岱
寮
は
自
治

寮
で
す
。
自
治
寮
と
は
、
学
生
だ
け
で
寮
の

運
営
を
行
っ
て
い
る
寮
の
こ
と
で
す
。
私
た

ち
は
全
寮
生
が
快
適
な
学
生
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
、「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み

ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」と
い
う
気
持
ち
で
、

協
力
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鶴
ヶ
岱
寮
に
は
、
男
子
棟
と
女
子

棟
が
あ
り
、
四
人
部
屋
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
性
別
・
学
年
・
研
究
室
に

関
係
な
く
、
多
く
の
人
と
仲
良
く
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
鶴
ヶ
岱
寮
は
、
寮
費
も
安
く
、

水
光
熱
費
や
食
費
な
ど
を
含
め
て
一
月
あ
た

り
二
万
円
く
ら
い
で
生
活
が
で
き
ま
す
。

快適に仲良く、しかも
安く暮らせる「鶴ヶ岱寮」

釧路校

サ
ー
ク
ル
会
館
、
通
称
サ
館
。
混
声
合
唱

団
や
軽
音
サ
ー
ク
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ク
ル
の
日
常
的
な
活
動
が
、
こ
こ
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
が
あ
っ
た
り
、
運
動

部
の
部
屋
で
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
飾
ら
れ
て
い

た
り
、
も
ち
ろ
ん
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
行
わ
れ

ま
す
。

多
く
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
拠
点
と
な
る

の
が
こ
こ
。
一
つ
の
部
屋
を
複
数
の
サ
ー
ク

ル
で
使
用
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
大

学
本
体
の
建
物
と
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の

で
、
あ
ま
り
行
く
機
会
が
な
い
と
い
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
…
。
ま
だ
の
人
は

是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

さまざまなサークルの
活動の拠点 サークル会館

札幌校

猪野田三紗子
札幌校学校教育教員養成課程国語国文学専攻2年

Reporter

菊池望美
釧路校学校教育教員養成課程国語教育専攻3年

Reporter

購買部 学生食堂（上）2階談話コーナー（下）

1階の食堂（右上）2階の保健管理センター（右下）

健康や対人関係などで不安に思うことがあった時にも気軽に来てください

寮食を作ってくれる「日本仕出し」のおばちゃんたち

大学本体とは別棟のサークル会館

特集・大学生活



122006 SPRING  HUE-LANDSCAPE

履 修 登 録 方 法 

履修科目登録票（様式）の受領 

履修科目登録票に基づく履修登録 
（大学教育情報システムによる入力） 

履修科目登録票の作成 

履修科目選定 

（システム入力後） 

履修科目登録票を学務グループ 
（札幌校は教務課修学支援グループ）へ提出 

履修科目登録票〔変更〕（様式）の受領 

履修科目登録票〔変更〕を学務グループ 
（札幌校は教務課修学支援グループ）へ提出 

履修登録変更 
（大学教育情報システムによる追加・削除） 

履修科目登録票〔変更〕の作成 

履修登録完了 

履修登録完了 

授業開始後 
5週目末まで 

授業開始後 
4～5週目 

授業開始後 
3週目末まで 

授業開始後 
2～3週目 

各学期初め 
（4・10月） 

変更なし 変更あり 
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メ
ッ
セ
ー
ジ

│
│
大
学
再
編
が
今
年
か
ら
い
よ
い
よ
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
が
、「
新
生
旭
川
校
」の
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

一
口
で
言
え
ば
、
教
科
教
育
に
重
点
を
置

い
た
教
員
養
成
課
程
で
す
。教
育
発
達
専
攻
、

国
語
教
育
専
攻
、
英
語
教
育
専
攻
、
社
会
科

教
育
専
攻
、
数
学
教
育
専
攻
、
理
科
教
育
専

攻
、
生
活
・
技
術
教
育
専
攻
、
芸
術
・
保
健

体
育
教
育
専
攻
の
八
専
攻
か
ら
な
り
、
北
海

道
の
教
員
養
成
の
中
核
を
担
い
、
深
く
子
ど

も
を
理
解
し
、
実
践
的
指
導
力
を
持
つ
創
造

的
な
教
師
の
育
成
を
、「
教
学
半
」
の
教
え

の
も
と
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

│
│
旭
川
校
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
課
程

は
、
今
後
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

旭
川
校
で
、
卒
業
ま
で
し
っ
か
り
勉
強
し

て
も
ら
い
ま
す
。在
学
生
が
卒
業
す
る
ま
で
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
原
則
保
証
し
ま
す
。
心
配

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

│
│
ど
の
よ
う
な
趣
味
を
お
持
ち
で
す
か
。

大
き
く
言
え
ば
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

で
し
ょ
う
か
。
ス
キ
ー
、
登
山
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
ヨ
ッ
ト
を
学
生
時
代
か
ら
や
っ
て
き

ま
し
た
。
最
近
は
忙
し
く
て
、
な
か
な
か
す

べ
て
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

ヨ
ッ
ト
は
今
シ
ー
ズ
ン
も
二
回
ほ
ど
楽
し
み

ま
し
た
。

│
│
教
育
大
生
の
印
象
と
学
生
た
ち
に
期
待

し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

全
体
的
に
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組

む
学
生
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
部
に
社

会
性
や
常
識
に
欠
け
る
学
生
が
見
受
け
ら
れ

る
の
が
残
念
で
す
。

ま
た
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
は
な
い
、
実
際

に
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
社
会

性
を
磨
い
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
友
人

を
つ
く
り
、
学
問
を
学
び
、
卒
業
す
る
と
き

に
は
、
自
信
を
持
っ
て
「
私
は
こ
れ
が
得
意

（
専
門
）
だ
」
と
言
え
る
も
の
を
獲
得
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
注
　
教
学
半
（
教
う
る
は
学
ぶ
の
半
ば
）

人
に
教
え
る
こ
と
は
、
半
分
は
自
分
の
勉
強

の
助
け
と
も
な
る
と
い
う
こ
と
。

吉川健太（カメラ担当）
旭川校生涯教育課程生涯スポーツコース4年
学生の頃の話を交えながら、気さくに取材に応
じてくださいました。エネルギッシュなパワー
を感じました！

Interviewer

林　優季
旭川校学校教育教員養成課程保健体育専攻4年
普段接する機会の少ない副学長ですが、とても
話しやすく優しい方でした。

Interviewer

のらか長学副

副学長

副
学
長【
旭
川
校
担
当
】

芝
木
邦
也
先
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

●次号も続けて別のキャンパスの副学長にお話を伺います。

顔
と
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け

こ
れ
だ
け
は
と
言
え
る

得
意
分
野
を
獲
得
し
て
ほ
し
い

履
修
登
録
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
各
自
が
、
次

の
作
業
手
順
で
大
学
が
用
意
し
た
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

登
録
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
配
付
す
る
使
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

配
置
さ
れ
た
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
皆
さ
ん
か
ら
の
質

疑
に
お
答
え
し
、
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

【
作
業
手
順
】

①
履
修
科
目
登
録
票
に
科
目
番
号
・
授
業
科

目
・
担
当
教
員
等
を
記
入
し
ま
す
。

②
所
定
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
①
で
作

成
し
た
履
修
科
目
登
録
票
に
基
づ
き
、
履

修
科
目
の
科
目
番
号
を
入
力
し
ま
す
。

③
入
力
後
、
直
ち
に
登
録
し
た
科
目
が
確
認

で
き
ま
す
の
で
、
間
違
い
が
あ
れ
ば
そ
の

場
で
修
正
し
ま
す
。

履
修
登
録
方
法

（
別
図
参
照
）

④
入
力
完
了
後
、
①
の
履
修
科
目
登
録
票
を

学
務
グ
ル
ー
プ（
札
幌
校
は
教
務
課
修
学

支
援
グ
ル
ー
プ
）に
提
出
し
て
、
履
修
登

録
は
終
了
で
す
。

履
修
登
録
の
変
更（
追
加
・
削
除
）も
、
同
様

の
作
業
手
順
で
各
自
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
履
修
登
録
や
登
録
の
変
更
を
行
う
際

に
は
、
指
導
教
員
等
の
指
導
・
助
言
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

成
績
は
、
こ
れ
ま
で
10
点
法
に
よ
る
評
価
で

し
た
が
、
平
成
十
八
年
度
の
履
修
科
目
か
ら
は
、

次
の
A
か
ら
F
ま
で
の
五
段
階
評
価
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
や
保
護
者
の
方
に
配
付
す
る
成
績
評

価
通
知
表
に
は
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
評
価

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
10
点
法
で
、
十
八
年
度
以

降
の
評
価
は
五
段
階
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
公
式
に
発
行
す
る「
成
績
証
明
書
」は
、

平
成
十
八
年
度
以
降
、「
A
・
B
は
優
」、「
C
は

良
」、「
D
は
可
」と
し
て
表
示
し
ま
す
。

【
評
価
】

A
特
に
優
秀
な
成
績
　

B
優
れ
た
成
績
　
　

C
標
準
的
な
成
績

D
合
格
と
認
め
ら
れ
る
最
低
の
成
績

F
不
合
格

新
た
に
導
入
さ
れ
る
大
学
教
育
情
報
シ
ス
テ

ム
で
は
、
①
シ
ラ
バ
ス
　
②
履
修
登
録
科
目

③
修
得
科
目
・
成
績
評
価
　
④
休
講
連
絡
等
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
利
用
方
法
は
、
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

平成18年度から履修登録方法と
成績評価基準が変わります
学生の皆さんへの教育支援機能を充実させるために、平成18年度から

新しい大学教育情報システム（成績管理・修学支援システム）が導入されます。

これに伴って、2年生以上の履修登録方法や成績評価基準等が次のとおり

変更になりますので、概要をお知らせします。

Ⅰ

成
績
評
価
基
準

Ⅱ

修
学
支
援
機
能

Ⅲ

特に
2年生以上の
在学生の
皆さん
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謎の鉱物（玄能石
げ ん の う い し

）とそのオリジナル鉱物
イカアイトとの遭遇

研究ファイル

身の回りの塗料や化粧品、胃薬にも天然の鉱物が用いられています。

チタン合金はチタンを含む鉱物（ルチルやイルメナイト）が存在しなければ、原料そのものが無いので作れません。

それら鉱物がどのようにして出来る鉱物かを知って、

はじめてどのような場所へそれら鉱物を探しに行けば良いかが分かり、手に入れられるのです。

金やダイヤ探しも同じです。この「どのようにして」が成因論です。

私
の
専
門
は
鉱
物
学
で
、
鉱
物
が
私
の
好

物
な
の
で
す
。鉱
物
の
成
因
が
テ
ー
マ
で
す
。

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
二
月
、
学
生
達

と
山
で
イ
カ
ア
イ
ト
と
い
う
鉱
物
を
雪
の
下

か
ら
掘
り
出
し
ま
し
た
。
世
界
で
七
番
目
の

発
見
で
、
地
表
を
流
れ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

冷
泉
水
か
ら
生
成
し
た
も
の
は
こ
こ
だ
け
で

す
。イ

カ
ア
イ
ト
（C

aC
O
3

・6H
2 O

）
は
、
方

解
石
と
同
じ
成
分
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

（C
aC
O
3

）
に
六
分
子
の
水
が
付
け
加
わ
っ

た
鉱
物
で
す
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年

に
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
冷
た
い
海
底
か
ら

湧
き
出
す
冷
泉
の
沈
殿
物
と
し
て
発
見
さ

れ
、
発
見
場
所
の
イ
カ

フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
ち

な
み
、
イ
カ
ア
イ
ト
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

ア
イ
ト
（ite

）
を
鉱
物
名
の
末
尾
に
付
け
る

の
が
、
鉱
物
の
命
名
の
約
束
で
す
。
実
験
室

で
は
今
か
ら
一
七
五
年
も
以
前
に
作
ら
れ
、

化
学
的
に
は
研
究
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
自

然
界
で
は
そ
の
時
ま
で
存
在
が
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

雪
を
掘
っ
て
探
す
作
業
は
、
最
初
か
ら
そ

こ
に
イ
カ
ア
イ
ト
の
存
在
を
知
っ
て
い
て
す

る
こ
と
で
す
。
何
故
、
そ
の
時
期
が
冬
で
あ

り
、
イ
カ
ア
イ
ト
が
出
来
て
い
る
と
考
え
た

か
は
後
に
書
く
こ
と
に
し
ま
す
。

冬、シオワッカの冷泉へ（上）イカアイトとの出会い（下）

水中のイカアイト結晶（＜2mm）の透過顕微鏡写真
イカアイト内部に、分解して出来た四角い方解石と水が見られる。

研究ファイル

釧路校・地学教室
伊藤俊彦先生

冷
た
い
海
底
で
出
来
る
鉱
物
を
、

冬
の
山
で
見
つ
け
る

伊藤俊彦（いとう　としひこ）
1943年生まれ。1968年北海道大学大学院工学研究科修士課程修了、現在釧路校教授・博士（理学）。

研究テーマは「炭酸塩の鉱物学、湖底で生まれ育つ鉱物」。
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研究ファイル

そ
こ
で
、「
ヒ
ョ
ッ
と
す
る
と
（M

.H
.C
.

→

イ
カ
ア
イ
ト
）
が
」
と
考
え
、
学
生
達
と

冬
に
出
か
け
た
の
で
す
。

イ
カ
ア
イ
ト
が
見
ら
れ
る
確
信
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
予
想
は
大
当
た
り
で
新
発

見
と
な
り
ま
し
た
。
イ
カ
ア
イ
ト
とM

.H
.C
.

の
両
方
が
同
じ
場
所
で
生
成
し
て
い
る
の
が

知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
今
も
世
界
で
こ
こ
だ

け
で
す
。

こ
れ
ら
の
鉱
物
の
成
因
に
つ
い
て
は
未
だ

研
究
が
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
研
究
室
内
で

は
シ
オ
ワ
ッ
カ
冷
泉
水
か
らM

.H
.C
.

を
作
る

こ
と
が
ど
う
し
て
も
出
来
ま
せ
ん
し
、ま
た
、

イ
カ
ア
イ
ト
結
晶
の
大
き
さ
も
数
ミ
リ
で
、

玄
能
石
ほ
ど
大
き
な
も
の
は
得
ら
れ
な
い
の

で
す
。

イ
カ
ア
イ
ト
に
出
会
え
て
も
、
自
然
は
答

え
を
そ
う
簡
単
に
教
え
て
く
れ
な
い
と
こ
ろ

が
面
白
い
の
で
す
。

モノハイドロカルサイト結晶（電子顕微鏡写真）
結晶面がゆるく湾曲しているのが特徴。

玄能石／地層中のものは殆どが、硬い泥の殻を被っている（左） 白海産のものは集合体。下のスケールは2.5cm（右）

ロシア白海産 昆布森産 

す
。
冷
海
種
の
貝
化
石
が
同
時
に
産
し
、
玄

能
石
は
冷
た
い
海
底
で
生
成
し
た
と
考
え
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
、『
サ
イ
エ
ン

ス
』
に
イ
カ
ア
イ
ト
が
玄
能
石
の
元
の
鉱
物

と
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
南
極
海

の
海
底
か
ら
玄
能
石
の
形
に
類
似
の
両
錐
形

七
セ
ン
チ
大
の
イ
カ
ア
イ
ト
結
晶
が
採
取
さ

れ
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
で
①
玄
能
石
に
似

て
い
る
結
晶
形
、②
冷
た
い
海
底
で
の
生
成
、

③
地
上
で
は
水
（H

2O
）
を
失
っ
て
直
ち
に

方
解
石
（C

aC
O
3

）
に
変
わ
る
性
質
等
が
知

ら
れ
、
世
界
中
の
多
く
の
研
究
者
が
玄
能
石

（
方
解
石
仮
像
）
の
元
の
鉱
物
は
イ
カ
ア
イ

ト
で
あ
る
と
考
え
は
じ
め
た
の
で
す
。

他
方
、
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
頃
か

ら
学
生
達
が
卒
論
調
査
で
持
ち
帰
っ
た
、
玄

能
石
と
呼
ば
れ
る
四
角
錐
を
上
下
に
重
ね
た

両
錐
形
の
鉱
物
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ

の
名
は
、
半
分
に
折
れ
た
形
が
カ
ナ
ヅ
チ

（
げ
ん
の
う
）
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。
中
身
は
方
解
石
の
結
晶
集
合
か
ら
な

り
、
方
解
石
の
形
（
結
晶
形
）
と
は
似
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
何
処
か
で
元
の
鉱
物
と
入

れ
替
わ
っ
た
（
仮
像
）
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
に
「
信
濃
国
玄

能
石
」
と
い
う
日
本
で
の
最
初
の
論
文
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
で
も
そ
の
両
錐
形
の
元
の

鉱
物
は
何
だ
っ
た
か
？
と
研
究
が
続
け
ら
れ

て
お
り
、
私
も
そ
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
で

玄
能
石
の
研
究
を
続
け
て
来
た
私
に
、
そ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鉱
物
と
さ
れ
る
イ
カ
ア
イ

ト
と
の
出
会
い
が
あ
る
と
は
。
し
か
も
山
の

中
で
の
発
見
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
出
来
事

で
し
た
。

で
は
ど
う
し
て
「
お
じ
い
さ
ん
は
山
に
イ

カ
ア
イ
ト
を
探
し
に
」行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
前
年
の
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
夏

に
、
小
さ
な
径
一
ミ
リ
前
後
の
結
晶
、
モ
ノ

ハ
イ
ド
ロ
カ
ル
サ
イ
ト
（M

.H
.C
.

）

（C
aC
O
3

・H
2 O

）
と
い
う
、C

aC
O
3

に
水
が

一
分
子
付
い
た
鉱
物
（
こ
れ
も
日
本
最
初
、

世
界
で
七
番
目
）
を
、
イ
カ
ア
イ
ト
と
同
じ

場
所
の
シ
オ
ワ
ッ
カ
石
灰
華
ド
ー
ム
（
足
寄

町
天
然
記
念
物
）
で
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

自
然
界
で
は
塩
濃
度
の
高
い
湖
な
ど
特
異

な
場
所
で
知
ら
れ
る
希
な
鉱
物
で
す
が
、
冷

蔵
庫
の
中
の
実
験
で
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に

富
む
溶
液
か
らM

.H
.C
.

が
先
に
出
来
て
、
そ

れ
が
消
え
て
イ
カ
ア
イ
ト
が
現
れ
る
こ
と
が

以
前
か
ら
分
か
っ
て
い
た
の
で
す
。

結
晶
の
形
だ
け
が
手
が
か
り
の

玄
能
石
の
オ
リ
ジ
ン

モ
ノ
ハ
イ
ド
ロ
カ
ル
サ
イ
ト
の
発
見
が

イ
カ
ア
イ
ト
の
発
見
へ
と
導
く
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

182006 SPRING  HUE-LANDSCAPE19 HUE-LANDSCAPE 2006 SPRING

「見る、聞く、考える」が
組み込まれた講義に興味津々

札 幌 校
【金曜日 2講目】 発達と学習B 戸

と

田
だ

まり先生

「やっぱりね、みんなただ聞いてるだけじゃ飽きち

ゃうでしょ。見る、聞く、考えるを一度の授業のなか

でなるべく全部できるようにしています」と、にこに

こしながら話してくれた戸田先生。

この日のテーマは「自分を知ろう、他人を知ろう」。

自分って、いったいどんな性格なんだろう。いつも仲

良くしている友人にも、自分の知らない顔があるのか

も？　スライドを見ながらの講義と、簡単なテストで

自分の性格を知ろう、という授業内容でした。途中

「女性は男性の前だと違う顔を持つ！？」なんてエピ

ソードも……。やっぱりみんな自分のこととなると興

味津 （々？）なのか、真剣に先生の話を聞いたり、テ

ストに取り組んだりしていました。

こうした授業の他に、心理学を通じて教員になるた

めの適性について考えたりするのも目的だそうです。

（ ）

（ ）北海道教育大学では、人事交流を生かし、学生の就職活動を

支援するためのキャリア・オーガナイザーを配置しています。

昨年度、函館校にいらした岩船寛氏にお話を伺いました。

人事交流
学生の就職活動を支援

Q 生年月日と血液型を教えてください。

A 昭和16年8月13日。A型。

Q 以前は、どのようなお仕事をなさって

いたのですか？

A 函館市役所で、主として教育委員会、

商工観光部、企画部などに勤務しまし

たが、このほか特殊な仕事では秘書課、

青函トンネル博事務局、東京事務所、

退職時は電車（市電）とバス（市バス）の

経営にあたっていました。その後一昨

年から函館校のキャリア・アドバイザ

ーや非常勤講師（進路開発関係）をして

いました。

Q 主な研究テーマは何ですか？

A 公務員だったので研究活動はしており

ませんでしたが、学生時代は近世の政

治経済史、公務員になった当初は文化

財の調査や保存整備計画、函館市史史

料編の古文書解読、亀田市編の編集に

も携わりました。その後は観光関係の

人気講座拝見 （ ）新任の先生方

中村奈々実
札幌校芸術文化課程美術コース情報デザイン専攻3年
戸田先生は「とても親しみやすい先生」というのが第一
印象です。授業の導入もわかりやすく、初めて受ける
私も楽しく聞くことができました。

Reporter

2005年度に教育大に着任された
先生方からのメッセージです。

本年1月に、旭川校理科教育助教授と

して採用されました大鹿聖公
きよゆき

です。理科

教育は自然と人間を対象とする研究領域

です。北海道という新たな自然を材料に、

新しい方々と一緒に教育や研究を行って

いきたいと考えています。どうかよろし

くお願いします。

大
おお

鹿
しか

聖
きよ

公
ゆき

先生

旭川校・助教授／理科教育講座
【理科教育】

私が国際協力関係の仕事に就いたきっ

かけは、学生時代に熱帯作物を栽培した

いと恋焦がれたこと、南の国に感じるロ

マンでした。学生の皆さん、自分の夢や

ロマンについて大いに語り合ってくださ

い。きっと実現しますよ。

藤
ふじ

田
た

雅
まさ

史
し

先生

函館校・教授／社会科教育講座
【国際協力企画研究】

昨年10月より、旭川校の英語教育講

座に着任いたしました。研究分野は言語

学（認知言語学）、第二言語語彙習得、

バイリンガリズム、言語政策などです。

宜しくお願いします。

手
て

塚
づか

順
より

孝
たか

先生

旭川校・助教授／英語教育講座
【英語科教育】

食の宝庫といわれる北海道ですが、こ

れからは「芸術の宝庫」としても全国に

知られるように、微力ですが寄与できれ

ばと思っています。舞台芸術に興味を持

っている学生さん、いろいろお話ししま

しょう。いつでも大歓迎ですよ。

閔
ミン

鎭京
ジンキョン

先生

岩見沢校・講師／音楽教育講座
【アートマネージメント、文化政策】

九州や東京での仕事を経て、初めて北

海道に来ました。旭川の雪、山、空、い

ずれも特徴的な気候風土は、とても魅力

的です。地域に根ざした福祉や心理臨床

のあり方を求めて、皆さんといっしょに

勉強していきたいと思っていますので、

よろしくお願いします。

野
の

村
むら

晴
はる

夫
お

先生

旭川校・助教授／学校教育講座
【心理学】

2007年度より、全国の小中学校にお

いて特別支援教育が展開されようとして

います。通常学級にいる配慮の必要な子

ども達への支援を、開かれた学校、地域

連携という視点から考えてみませんか？

二宮
にのみや

信
しん

一
いち

先生

釧路校・助教授／学校教育講座
【特別支援教育】

キャリア・オーガナイザー（函館校担当）
「進路開発の基礎・A・B」非常勤講師

岩
いわ

船
ふね

寛
ひろし

さん

信
義
誠
実
│
│

実
学
・
実
践
を
掲
げ
て

就
職
率
の
向
上
を

目
指
し
ま
す

計画、テクノポリス基本構想・基本計

画、公営企業経営計画など各種行政計

画の策定に従事しました。

Q 教育大学に来たときの第一印象をお聞

かせください。

A 純粋さ・素朴さを感じます。だからこそ

今後、発展の余地が大きいと思います。

Q 学生への講義の感想をお聞かせくだ

さい。

A 学びたいという欲求は感じますが、反

面、質問が少ないという消極的な姿勢

が目立ちます。

Q 今後、どのようなことに力を入れてい

きたいですか？

A 実学・実践を掲げて就職率の向上を期

しながら、ニートやフリーターをなく

すことです。

Q 最後に、好きな言葉は？

A 物心がついてから一貫して「信義誠実」

です。



板本伸雄さん、清野佳彦さん、吉田圭佑さんは、「なよろ

雪質日本一フェスティバル　全道学生対抗スノーオブジェ

競技会」（なよろ観光まちづくり協会主催　2006年2月8～

11日・名寄市南広場）に参加し、みごとグランプリを獲得

しました。

3人は昨年12月中旬から構想を練り始め、1月中旬から

道具作り・モデルの作成などに着手し、綿密な話し合いを

繰り返し思い通りの作品を仕上げるための道具や図面作り

に力を入れたそうです。

作品名「凛陽」は、「名寄の肌に突きささるような、冷た

く張りつめた空気が凛としたイメージに合っていたこと」

そして「極寒の太陽をイメージ」して付けられました。

「教育大の皆さん、様々なものに感動する心を忘れない

で下さい。」とのことです。

大学で学ぶためにかかるさまざまな経済的負担を少しでも軽減したい人のために、さま

ざまな制度を設けています。制度によって、選考基準や借りられる金額、利子などが異な

りますが、金銭的不安を感じることなく学業に専念することができます。学内にお知らせ

を掲示していますので、こまめにチェックしてください。相談は学務グループ（札幌校は

学生課学生支援グループ）まで。

※第1学年入学者（編入学者の編入年次を
含む。）で条件を満たすものに対して、
希望により定額（30万円）を増額して貸
与する、入学時特別貸与奨学金〔有利子
貸与〕の制度があります。（詳細は、各
校の説明会等で確認すること。）

●申込資格は、学力基準、家計基準のいずれにも該当する者から

選考しますが、第一種奨学金（無利子奨学金）と比較し、第二種

奨学金（有利子奨学金）の基準はゆるやかになっています。

●貸与期間は採用の月から卒業するまでの最短修業年限の終期ま

でですが、貸与期間中は毎年「奨学金継続願」を提出し、奨学生

としての適格認定を受けます。その結果、学業成績の不振等の

理由で、奨学生として適当でないと認められるときは、奨学金

が打ち切りとされます。

●奨学金の貸与が終了したときは、奨学金返還誓約書を提出し所

定の期間内に返還しなければなりません。そのため、返還のこ

とを十分考慮のうえ、貸与額を決めてください。

板本伸雄さん（札幌校芸術文化課程美術コース彫刻専攻4年）
清野佳彦さん（札幌校芸術文化課程美術コース彫刻専攻3年）
吉田圭佑さん（札幌校芸術文化課程美術コース情報デザイン専攻3年）
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経済支援の制度のご紹介

日本学生支援機構奨学金（平成18年度）

INFORMATION

HUE-LANDSCAPEに関するご意見・お問い合わせもメールでお知らせください。

landscape@sap.hokkyodai.ac.jp

グランプリ獲得！！
なよろ雪質日本一フェスティバル
全道学生対抗スノーオブジェ競技会

●ボランティア活動や学校外での諸活動はとても興味深かった。
●自分もボランティアで子どもと遊ぶ楽しさを学びました。
●僕の書いたイラストが載っていて嬉しかったです。
●これからもいろいろな学生の体験談を読みたい。
──みなさんのご意見・ご感想をお待ちしています！

前号に対するご意見・ご感想をいただきました。
ありがとうございます。
ほんの一部ですが、ご紹介します。

HUE-LANDSCAPEは、教育大のみんなで作る学園情報誌です。
積極的に参加して、もっともっとおもしろくしていきましょう！！

HUE-LANDSCAPEからのお知らせ

らくがきイラスト募集しています！
みなさんのらくがきが、次号の誌面に載っているかも！？　
気軽にらくがきを書いて、メールでご連絡ください！

アイデア大募集！
HUE-LANDSCAPEをみなさんのアイデアで育ててください。こん
なことが知りたい！　こんなことが書いてあったら楽しいのに！
など思い付いたことを編集局にメールで教えてください。

左から、吉田さん・板本さん・清野さん奨学金ガイダンスの様子（釧路校）

作品「凛陽」

種    別 受付時期 年    次 通学区分 貸与金額 

第一種奨学金 
（無利子奨学金） 4月上旬頃に各

校において説明
会を開催します。
その指示に従っ
て手続きを行っ
てください。 

1,2年次 
自宅 

自宅外 

自宅 

自宅外 

45,000円 

51,000円 

44,000円 

50,000円 

30,000円 

50,000円 

80,000円 

100,000円 

3年次以上 

全学年 

第二種奨学金 
（有利子奨学金） 

金  利 
年0.9%程度 

1

※申請受付時期は、各校ごとに前期分と
後期分で多少異なっていますので、学
生掲示板等で必ず確認してください。

●申請は各期ごとに行う必要があり、前期分が免除になったとしても、後期分も自動的に免除になるものではありません。なお、授

業料免除の家計基準は「日本学生支援機構奨学金」と比べ厳しいため、不許可になるケースも多くなっています。

授業料免除及び授業料徴収猶予
種    別 対象者 受付時期 結果時期 

授業料免除 

授業料徴収猶予 

経済的理由又は災害

等により、納入が困

難である者又は納入

期限までに納入が困

難である者 

前期分はおおむね 

3月～4月上旬頃、後

期分は9月～10月上

旬頃 

前期分はおおむね 

6月中旬頃、後期分

は11月中旬頃 

2

本学では北洋銀行との提携により、本学の在学生（入学予定者を含む。）の学資負担者及び働きながら学ぶ学生を対象とし

た「提携教育ローン」制度を設けました。入学料、授業料などの教育資金について一度に最大500万円まで融資を受けるこ

とができます。

金利は、現在、年利1.875％の変動金利となっています。詳しくは、最寄りの北洋銀行本支店窓口又はフリーダイヤル

（0120-808-389）に照会してください。

提携教育ローン3
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―
―
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の

で
す
か
。

北
海
道
教
育
大
学
と
旭
川
市
の
相
互
協
力

協
定
に
基
づ
く
協
力
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

旭
川
校
の
学
生
を
旭
川
市
内
の
小
・
中
学
校

に
派
遣
し
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の

向
上
や
地
域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
獲
得
、
教
職
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能

力
の
向
上
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
教
育
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
―
い
ま（
今
年
の
一
月
）、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

四
年
生
を
中
心
と
す
る
四
〇
名
の
学
生

が
、
小
・
中
学
校
三
〇
校
（
小
学
校
二
四
、

中
学
校
六
）
で
活
動
し
て
お
り
、
最
終
的
に

延
べ
約
四
〇
〇
日
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
予
定
で
す
。

ス
キ
ー
授
業
、
障
が
い
等
の
あ
る
子
ど
も

の
指
導（
特
別
支
援
教
育
）、
不
登
校（
傾
向
）

の
子
ど
も
の
支
援
、
音
楽
（
楽
器
・
合
唱
）
の

指
導
、
英
語
科
の
指
導
、
家
庭
科
の
指
導
、

学
校
図
書
館
の
業
務
や
指
導
な
ど
の
補
助
が

主
な
内
容
と
な
り
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
か
？

今
年
の
一
月
現
在
、
小
・
中
学
校
三
七
校
か

ら
、
延
べ
四
三
〇
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

（
そ
の
う
ち
、
延
べ
四
〇
〇
人
近
く
が
ス
キ
ー

授
業
の
補
助
）
の
希
望
を
受
け
て
い
ま
す
。

た
だ
、学
生
の
試
験
期
間
中
と
重
な
っ
た
た
め
、

う
ま
く
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
か
。

た
と
え
ば
、
派
遣
先
の
学
校
に
暖
か
く
歓

迎
さ
れ
、
学
校
便
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
紹

介
さ
れ
た
り
、「
い
い
学
生
に
来
て
も
ら
っ

た
」
と
追
加
依
頼
を
申
し
こ
ま
れ
た
り
し
ま

し
た
。
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
大
学
側
も

学
校
側
も
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
が

あ
り
ま
す
が
、
次
第
に
解
決
さ
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

―
―
今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
か
。

今
年
度
（
十
七
年
度
）
は
十
二
月
か
ら
三

月
ま
で
の
実
質
三
ヶ
月
間
の
み
の
実
施
で
す

が
、
十
八
年
度
か
ら
は
四
月
か
ら
一
年
間
を

通
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

依
頼
が
ス
キ
ー
授
業
の
補
助
に
偏
っ
て
い
ま

す
の
で
、
教
科
指
導
の
補
助
の
依
頼
も
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
科
指

導
の
補
助
に
関
し
て
は
、
将
来
、
小
・
中
学

校
教
員
養
成
の
教
育
課
程
の
中
に
「（
学
校

支
援
）
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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学生ボランティア派遣事業
小・中学校の授業のお手伝いとして、学生が大活躍

旭川校では、児童生徒一人一人に応じたきめ細やかな教育活動を支援するために、

スキー授業や教科指導の補助として、小・中学校に学生ボランティアを派遣する事業に取り組んでいます。

地域に開かれた大学──地域貢献 旭川校

「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業
」と
は
？

担
当
教
員
の
笠
井
稔
雄
先
生（
旭
川
校
学
校
教
育
講
座
）に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

―
―「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」が
始
ま
る
き
っ

か
け
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で

す
か
。

鳥
本
教
育
長

も
と
も
と
学
生
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
旭
川
校
に
お
け
る
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
単
位
や
、
先
生
方
の
個
人
的
な
つ
な

が
り
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
お

世
話
に
な
っ
た
学
校
の
校
長
先
生
、
教
頭
先

生
の
転
勤
な
ど
に
よ
っ
て
、
関
係
が
切
れ
て

し
ま
い
、
活
動
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
十
六
年

の
五
月
に
旭
川
市
と
北
海
道
教
育
大
学
の
間

で
結
ば
れ
た
相
互
協
力
協
定
を
も
と
に
、
学

生
を
市
内
の
学
校
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
派
遣
し
、
組
織
的
に
教
育
支
援
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
学
生
に
期

待
さ
れ
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

鳥
本
教
育
長

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
は
、
現
場
を
良
く
知
り
、
実
践
的
指
導
力

を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
学
校
現
場
で
は
、
教
員
に
対
す
る
保

護
者
や
地
域
の
目
が
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
新
人
教
員
で
あ
っ
て
も
同

じ
で
す
。
学
生
の
う
ち
に
し
っ
か
り
と
し
た

心
構
え
を
持
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

参
加
す
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
学
の
机

上
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
実
際
に

現
場
で
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
、
教
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ
っ
て
期

待
し
て
い
る
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

で
す
か
。

鳥
本
教
育
長

若
い
学
生
の
皆
さ
ん
が
現
場

に
入
っ
て
、
新
た
な
角
度
か
ら
学
校
を
見
る

こ
と
は
、
学
校
側
に
と
っ
て
大
変
良
い
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
に

と
っ
て
、
自
分
た
ち
と
年
齢
の
近
い
皆
さ
ん

に
は
話
し
か
け
や
す
い
で
し
ょ
う
し
、
一
人

一
人
に
行
き
届
い
た
個
人
指
導
が
よ
り
可
能

な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
は
、
様
々
な
課
題
の
中
、
や
っ
と
一
歩

踏
み
出
し
た
段
階
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
よ
り
よ
い
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

旭川市教育長が語る
学生ボランティアへの
大きな期待
「現場を良く知り、実践的指導力を身につけていってほしい」

鳥本弘昭氏（旭川市教育委員会教育長）に、

旭川校の学生ボランティアについてお尋ねしました。
小学校での学習指導補助

特別支援学級での学習指導補助

スキー授業のアシスタントとして

き
め
細
や
か
な
教
育
活
動
を
支
援

も
と
は
小
さ
な
つ
な
が
り
で
の
活
動

「
い
い
学
生
に
来
て
も
ら
っ
た
」

現
場
を
良
く
知
っ
て
ほ
し
い

吉川健太
旭川校生涯教育課程生涯スポーツコース4年
学生ボランティア事業に対する熱い情熱を感
じました。

Interviewer

林　優季
旭川校学校教育教員養成課程保健体育専攻4年
にこやかな笑顔で私たちを迎えて頂きました。

Interviewer
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友達と仮装して！　ハロウィンパーティー　左端が松浦さん

留
学
し
た
先
輩
教
育
大
に
来
た
留
学
生

生
の
声
本
音
の
声

教育大 に 
留 学 し て 

今
、
留
学
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
　
ほ
ん
の
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
皆
さ
ん

興
味
の
な
い
人
も
こ
れ
を
読
む
と
、
留
学
し
た
く
な
る
か
も
！

留
学
経
験
者
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
た
！

留
学
は
、
楽
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
り
、
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
り
。

で
も
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
留
学
で
得
た
も
の
が
、
今
の
大
き
な
糧
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

中国 黒竜江省ハルビン師範大学出身
留学期間：2002年4月～2003年3月
（現在 北海道教育大学大学院在学中）

李
リ

晶
シ ョ ウ

さん

教 育 大 に 
留 学 し て 

【留学とは？】
留学して日本という国そ

のものがとても好きにな
り、日ロ関係を深めること
ができる仕事を選びまし
た。今は札幌で国際交流の
ため頑張っています。
【出身校のPR】
150万都市ノボシビルス

クの教育大学には素晴らしいロシア語の先生がいます。
ノボシビルスクで日本語を勉強している約800人の学
生と簡単に友達になれます。姉妹都市・ノボシビルス
クにぜひどうぞ！
（詳しくはアンナ savinykh@plaza-sapporo.or.jp まで）

Anna Savinykh

ロシア ノボシビルスク国立教育大学歴史学部世界文化学科
留学期間：2001年10月～2002年9月
（現在 札幌国際プラザ国際交流員）

Анна
ア ン ナ

Савиных
サ ヴ ィ ヌ ィ フ

さん

教 育 大 に 
留 学 し て 

【留学とは？】
日本語教師を目指してい

ます。実習授業を受けて教
師の苦労が分かるようにな
りました。いい教師になる
ため頑張っています。また、
日本文学にも少し接して、
様々な感動を受けていま

す。茶道も勉強しました。茶道の「和、敬、清、寂」
の世界で日本文化の精髄をもっと感じたいと思ってい
ます。留学中に、特に日中両国の友好交流にわずかで
あっても、力を尽くしたいと思います。

中国　山東師範大学
留学期間：2005年10月～2006年4月
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先 輩 か ら 

イギリス　ロンドン大学東洋アフリカ学院（SOAS）
留学期間：2005年4月～2006年3月

西村　翔さん

Q.留学したきっかけ
は？
様々な国から人々

が集まるロンドンで、
国際交流を通して自
らの英語力と見識を
深めたいと考えたか
らです。
Q.留学して学んだこ
とは？
英語でのエッセイ

の書き方、プレゼンテーションの仕方など、基本・必須の英語
力を身につける授業に加え、国際政治経済学、開発経済学、国
際関係学を選択し、それらを英語で学んだことが大変有意義で
あったと感じています。また、フラットメイトやクラスメイト
との多くの交流が、日本では体験することのできない貴重なも
のでした。
Q.楽しかったことは？
様々な国の友達ができ、みんなで英語を使って会話をするこ

とがとても楽しく、また嬉しく感じました。
Q.辛かったことは？
英語で自分の言いたいことを表現できなかった時、相手が話

す英語が理解できなかった時はひどく落ち込みました。
Q.今の自分にとって留学とは？
多くの人々との交流を通じて、学ぶことへの意欲、英語への更
なる興味、そして様々な文化や慣習が存在することを感じました。
Q.留学を希望している学生へメッセージを！
勉強だけでなく多くのことを体験し、吸収することが自らの

成長に繋がるのではないかと思います。存分に留学生活を楽し
んでください。

ケンブリッジへクラスメートと旅行　右側が西村さん
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オーストラリア　シドニー工科大学　
留学期間：2005年2月～2005年11月

村上浩一さん

Q.留学したきっかけは？
高校時代から海外留学を志

していました。今回ついにそ
の機会が得られました。
Q.留学して学んだことは？
英語学習が中心でした。プ

レゼンテーションなど幅広い用
途で英語を使いこなすための授
業を受けました。

Q.楽しかったことは？
様々な国の人々と共に過ごした日常生活です。英語を用い互

いの国の言葉や文化を交換しました。
Q.辛かったことは？
学期末の課題です。何日も寝ずに課題を作成しました。

Q.今の自分にとって留学とは？
海外で10ヶ月生活したということが今の自分の大きな自信に

なり、困難な事に対する処理能力が向上したと実感しています。
Q.留学を希望している学生へメッセージを！
英語はコミュニケーションのツールであるということを身を

もって感じた10ヶ月でした。英語習得には英語圏に行き現地
の文化も含めて文字どおり英語漬けになることが大切であると
いうことを実感しました。

クラスの仲間たちと先生の家で
中段左端が村上さん

留 学 し た 
先 輩 か ら 

オーストラリア　ジェームズ・クック大学　
留学期間：2005年2月～2005年12月

松浦里奈さん

Q.留学したきっかけは？
コミュニケーションの難しさの原因となる文化的側面に関す

ることを卒業論文テーマとしたくて、それで自分で実際に体験
してみたいと思ったからです。
Q.留学先で学んだことは？
英語のほか文化人類学もとりました。文化人類学では「感情

は世界共通か、文化的に影響をうけるものなのか」などのトピ
ックでディベートをしました。
Q.楽しかったことは？
毎日の生活そのもの。特にスウェーデン人、ロシア人、コロ

ンビア人と私の女の子4人組で冬に3週間オーストラリア東海
岸を旅したことです。
Q.辛かったことは？
日本人が一人も居ない、しかも英語を第二言語として話す人

もほとんどいない寮で生活したことです。到着直後は、慣れな
いオーストラリア英語やスラングが理解できず説明会に参加す
るのも大変でした。
Q.今の自分にとって留学とは？
オーストラリアでの会話でよく話題になるのは、将来や人生

に対する考え方、歴史についての意見等でした。最初は自分の
考えなどなかったのですが、次第に自分の意見が出来上がりま
した。このことは社会人となる上でとても大切なことだと思い
ます。
Q.留学を希望している学生へメッセージを！
留学したいという気持ちを大切にしながら、留学に近づく努

力をしてください。留学希望の大学のホームページを見たり、
TOEFLを受けた人に使ったテキストや対策を聞いてみたりして
ください。そうすることによって、留学したいという動機も高
まりますし、後はその動機を糧に努力あるのみです。頑張って
ください。

2006年1月27日「ロシアを知るセミ
ナー」札幌国際プラザにて

歩くスキー大会に参加して

【留学とは？】
留学経験は人生の宝だと

思っています。現在の大学
院での研究テーマも、旭川
校に留学した時の見聞が役
に立っています。
【出身校のPR】
「氷祭り」を見たい方、

100年あまりのロシア風街路で散歩したい方、「731部
隊細菌戦基地」を見学したい方、ぜひハルビン師範大学
へいらっしゃってください。

親切な日本人お父さん

釧 路 校

札 幌 校

函 館 校

旭 川 校

札 幌 校

函 館 校
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岩見沢校

留学生の会
Variety of Colors

バラエティー・オブ・カラーズ

もっと知りたい留学生！

年、アメリカのイリノイ州立大学の学
生約5名が2週間、そして中国のハル

ビン師範大学の学生約4名が1年間、旭川校
に留学にやってきます。また、時には韓国や
モンゴルからの留学生もやってきます。そん
な留学生たちの歓迎会を、バラカラが中心と
なって企画・運営しています。また、月に一
度バラカラのメンバーが留学生のためにイベ
ントを企画し交流をしています。
バラカラとは、「留学生たちを手厚くもてな

す」サークルなのです。

過去のイベントをいくつか挙げると――
夏は海へ行ったり、秋は紅葉を見に山に行

ったり、また市内の体育館でスポーツ大会を

坂下賛匠
函館校学校教育教員養成課程

数学教育専攻4年

Reporter

国際交流NEWS

したり、冬にはスケートに行ったりなど、季
節がはっきりしている旭川の特徴を生かした
四季折々のイベントを実施しています。
それだけではなく、学校祭では、留学生と

協力し合って模擬店を出し、大成功させるこ
とができました。また、一緒に食事や買い物
に行くなど、イベント以外でも留学生と交流
することが多々あります。

アメリカからの留学生は2週間、中国から
の留学生は1年間、その留学期間が終われば
お別れしなければいけないのが、いつも淋し
いです。
ただ、バラカラを通して留学生との交流が

広がればいいなと思うし、もっともっと旭川
校の学生が国際交流に関心を持ってくれたら
とても嬉しいので、私たちはこれからも頑張
って活動していきたいと思っています。

留学生のウェルカムパーティーの準備

ハルビン師範大学からの留学生と東川町天人峡へ

ハルビン師範大学からの留学生と

イリノイ州立大学からの留学生と

ハルビン師範大学からの
留学生と海へ行きました

私たちのサークルは、旭川校で勉強している留学生と
異文化を交流し合うことを目的に活動しています。

毎

函館校

函館は、青函連絡船摩周丸、五稜郭、
西部地区の和洋折衷建築群など、伝統的
な歴史と文化が身近に感じられるすばら
しい街です。
春の五稜郭公園の桜、夏の函館港祭

り・湯の川温泉花火大会、秋の函館山の
紅葉、冬のクリスマスファンタジーなど
季節ごとに様々なイベントがあります。
函館校は、五稜郭公園や繁華街にもほ

ど近く、生活しやすい環境にあります。

今回は、私たち学生の勉強や部活動に利用されている大学周辺の施設の
紹介をします。

留学生の会・会長
山下明日美さん
旭川校学校教育教員養成課程英語教育専攻3年

伝統を身近に感じる街

通称
バラカラ

JR岩見沢駅

国道12号線

岩見沢校

村田和陽
岩見沢校学校教育教員養成課程

外国語専攻4年

Reporter
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